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犯罪や非行をした人が立ち直るためには、本人の努力はもちろんですが、


社会に居場所がないために再び犯罪を重ねてしまうという悪循環から脱し、


立ち直りの場である地域社会から更生保護に対する理解と協力を得、


地域とのつながりを持つことが不可欠です。





地域と更生保護の架け橋となって活動しているのが更生保護ボランティアです。


保護観察所をはじめとした国の機関と、保護司などのボランティアからなる


民間の人々が協働して立ち直り支援に協力しています。





「更生保護」とは、犯罪や非行をした人が罪を償い、


社会の一員として再出発しようとする人たちの


立ち直りを導き、助け、再び犯罪や非行に陥るのを防ぐことで


地域社会の安全と安心を守る仕組みです。





日本で日々発生する犯罪の内、実に約6割が再犯者によるものです。


罪を犯してしまった人を再び犯罪者に戻さない工夫や努力をすれば、


犯罪率はぐっと減り、私たち地域住民が安全で安心な生活を送ることができる


住みよい社会になります。





　





保護司法　第9条の２


保護司は、その職務を行うに当つて知り得た


関係者の身上に関する秘密を尊重し、


その名誉保持に努めなければならない。





保護観察を受けて


いる人に面接を行


い、保護観察官と


連携しながら遵守


事項について必要


な指導をしたり、


就学・就労への支


援や本人の悩みに


対する相談活動な


どを行います。





矯正施設（刑事施


設や少年院）から


社会復帰の際、ス


ムーズに社会生活


が営めるよう、釈


放後の就業先や居


住先の環境を調整


し、立ち直りを導


くための様々な活


動を行います。





地方公共団体・学


校・警察・福祉機


関などと連携し、


犯罪や非行の発生


を未然に防ぐこと


を目的とした「社


会を明るくする運


動」などの様々な


犯罪予防活動を実


施しています。





保護司は、犯罪や非行をした人の立ち直りを地域で支える民間のボランティアです。正式には保護司法に基づき、法務大臣から委嘱された非常勤の国家公務員ですが、


ボランティアなので給与は支給されていません。


任期は2年で、再任は妨げられません。





保護司には、次の要件を備えていることが求められています。


　　　・社会的信望があること　　　・熱意と時間的余裕があること


・生活が安定していること　　・健康で活動力があること











ミニ集会


「家庭でのしつけ」「非行」など身近なテーマについて、地域住民


同士で話し合っています。











社会参加活動・


社会貢献活動への協力


　　保護観察を受けている人が行う


レクリエーションや清掃活動・介護


補助活動などに協力しています。











子育て支援


子育て中の親を対象に子育て


相談、親子ふれあい行事などを


行っています。














更生保護施設を


サポート


入所者の自立のための料理


教室や＂おふくろの味＂の


提供、生花や図書等の寄贈


などを行っています。











刑務所や少年院での協力


受刑者への訪問活動や女子刑務所での浴衣の着付け、少年院における運　　　


動会への参加などを行って


います。











住んでいる地域を単位に、日本中で行われている活動です。市民・他団体と連携して、心豊かな社会を育てます。





心ならずも過ちを犯した人の立ち直りを支援し、犯罪の予防に努めます。





だれでも心の中にある善意をもって、自分なりの創意と工夫で活動します。





女性の持つあたたかさ、細やかさを生かした活動です。








犯罪や非行のない明るい地域社会の実現に寄与することを目的として、


地域の犯罪予防活動と犯罪をした人や非行のある少年の


更生支援活動を行うボランティア団体です。


寝屋川市では『寝屋川地区更生保護女性会』が組織されています。
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